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さいたま市長定例記者会見 

令和６年９月２０日（金曜日） 

午後１時３０分開会 

 

〇 進  行   それでは、定刻になりましたので、市長定例記者会見を始めさせていた

だきます。 

         記者クラブ幹事社、朝日新聞社さん、進行をよろしくお願いいたします。 

〇 朝日新聞   ９月の幹事社の朝日新聞です。よろしくお願いいたします。 

         それでは、本日の記者会見内容について、市長から説明をお願いいたし

ます。 

〇 市  長   皆さん、こんにちは。 

         昔から「暑さ寒さも彼岸まで」とよく言われますが、暑さというよりは

本日も猛暑の日となっております。「彼岸まで」の言葉どおり、予報では週

末から幾分残暑も和らぎ、しのぎよい日が続くということです。ようやく

この夏の異常な暑さが終わろうとしているところだと思っております。 

         さて、こちらをご覧いただきたいと思います。既に皆様にお知らせして

いるとおり、いよいよ１０月１日から子育て支援医療費の助成対象を中学

生から高校生年代まで拡大します。 

         これまで「子育て楽しいさいたま市」を目指して、将来を見据えた少子

化対策、そして誰一人取り残さず子どもの成長を支援する子育て施策に全

力で取り組んでまいりました。その結果、０歳から１４歳までの転入超過

数は９年連続で全国第１位になるなど、さいたま市は子育て世代を中心に

選ばれる都市になってきております。 

         今回の子育て支援医療費の助成対象の拡大は、子どもたちが安心して必

要な医療を受けられる環境をさらによくするためのものです。子育て政策

全体の根幹とも言える大変重要な事業であると考えております。 

         これからも「子育て楽しいさいたま市」の実現に向けまして、きめ細か

な支援を進めてまいりたいと考えております。 

         それでは、議題に入ります。 
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 まず初めに、議題１「びん・かん・ペットボトル・容器包装プラスチッ

ク（資源物１類）の出し方が変わります」について説明します。 

         本市は、２０５０年ゼロカーボンシティに向けて様々な取組を推進して

いますが、ごみについても、焼却によるＣＯ２排出量削減のため、可能な

限り資源として活用する循環型社会の実現を目指しております。 

         現在、家庭ごみは、こちらの表にあるとおり、資源物１類、資源物２類、

有害危険ごみ、もえないごみ、もえるごみの５分類に分別して収集所にお

出しいただいております。 

         １０月１日から、このオレンジ色の枠の資源物１類の出し方を変更しま

す。 

         変更点が２点ありますので、順次ご説明します。 

         まず、１点目です。食品包装プラスチック以外の容器包装プラスチック

もリサイクル可能となります。現在、プラスチック資源物として、食品ト

レイや卵のパックなど、食品の包装に使われていたプラスチックを対象に

回収していました。一方で、洗剤やシャンプーのボトルなどの食品以外の

容器や包装についてはもえるごみにお出しいただいていました。 

         本年１０月からは、これらの食品包装以外のプラスチックについても資

源物として同じ袋に入れてお出しいただくことが可能となります。 

         なお、回収対象となるプラスチックは、プラスチックマークが目印で、

このマークが付いているものを目安としてください。 

         品目の変更に合わせて、食品包装プラスチックの名称を容器包装プラス

チックに変更します。 

         それから、変更点の２つ目です。資源物１類を出す際に使用できるごみ

袋が透明袋のみとなります。これまで資源物１類は、透明袋または半透明

袋としていましたが、近年問題となっているリチウムイオン電池やスプレ

ー缶が混入されることによる発火事故等を未然に防止するため、透明袋の

みに限定します。 

         なお、透明袋の目安は、ごみ袋のなかに新聞や雑誌を入れ、袋から１０セ

市長発表：議題１「びん・かん・ペットボトル・容器

包装プラスチック（資源物１類）の出し方が変わりま

す」 
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ンチ程度離して文字が読めるものとしてください。 

         今回の変更により、期待される効果はこちらのとおりです。まず１つ目

は、資源物として回収するプラスチックの量が増加します。今まで

５，０００トンであったものが５，７５０トンということで、令和５年度

に行った実証実験では、約１５％の増加が見られました。年間にすると約

７５０トンの回収量の増加が見込まれます。 

         ２つ目ですが、資源物としての回収が増加することにより、その分のも

えるごみが減少することで、焼却によるＣＯ２の発生量を削減できること

になります。 

         もえるごみの減少量を踏まえると、ＣＯ２の発生量は年間約２，１００ト

ン削減することが試算されました。これは、杉約２４万本が１年間に吸収

するＣＯ２の量に相当するものです。 

         最後に、今回の変更についてまとめたものがこちらです。変更は来月の

１０月１日の収集分から実施します。対象は資源物１類です。 

         変更点の１つ目は、食品包装以外の容器包装プラスチックを追加し、資

源物１類を拡大したことです。 

         変更点の２つ目は、資源物１類のごみ出し袋を透明袋のみに変更するこ

とです。 

         ゼロカーボンシティの実現、めぐるまちさいたまの実現に向けて、市民

の皆様のご理解とご協力をお願いします。 

 

 

         次に、議題２「新型コロナワクチン予防接種の受け方が変わります」に

ついて説明します。 

         新型コロナワクチンは、昨年度まで特例臨時接種として実施していまし

た。今年度からは通常の定期予防接種の一つとなります。このため、接種

の受け方が昨年度までと変わるのでご説明します。 

         まず、接種費用は、無料であったものが原則有料となります。自己負担

額は３，２００円となります。なお、非課税世帯などの方は免除となりま

す。 

         昨年度まで、接種用クーポン券を個別にお送りしておりましたが、イン

市長発表：議題２「新型コロナワクチン予防接種の受

け方が変わります」 
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フルエンザの定期予防接種と同様に、保険証などの身分証で接種が可能と

なるため、今年度から送付はありません。 

         接種場所は、市内の定期予防接種実施医療機関となります。集団接種会

場の開設はありません。直接医療機関へ予約してください。 

         また、接種対象者と接種期間についても、インフルエンザの定期予防接

種と同様になります。接種対象者は、接種日時点で６５歳以上の方と、そ

れに加えて６０歳以上６５歳未満で心臓、腎臓、呼吸器などの機能に障害

のある方です。 

         実施期間は１０月１日から来年１月３１日までです。接種回数は、この

期間中に１回打っていただくことになります。 

         接種を希望される方は、かかりつけ医やお近くの実施医療機関へ直接ご

相談ください。 

 

 

 

         続いて、議題３「SAITAMA Minecraft AWARD 2024を開催します」につい

て説明します。 

         マインクラフトは、マイクロソフト社が提供する３Ｄの立方体ブロック

で構成された仮想空間の世界で、建物やまちなど自由な創作ができる子供

を中心に大変人気の高いゲームです。児童の教材としても使われており、

さいたま市立の一部小中学校では授業でも活用されております。 

         このたび、実在する都市を再現した３Ｄ都市モデルのデータを活用しま

して、大宮・さいたま新都心エリアと浦和エリアのマインクラフトワール

ドデータを作成、公開しました。利用マニュアルも公開しておりますので、

ぜひ自由にご利用いただきたいと思います。 

         今回、このマインクラフトワールドデータを活用した取組として、市内

在住、在学の小中学生を対象に、さいたま市の未来のまちや建物をマイン

クラフトでつくる作品コンテスト「SAITAMA Minecraft AWARD 2024」を開

催します。 

         首都圏の自治体では初めての取組となります。まちづくりへの市民参画

の促進を目的として企画しました。 

市長発表：議題３「SAITAMA Minecraft AWARD 

2024 を開催します」 
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         １０月１日からコンテストの作品の募集を開始します。期限は来年１月

７日までとなっています。 

         また、２月９日には、大宮区役所で、１次審査を通過したファイナリス

トによる作品のプレゼンテーションを行っていただく予定です。その後、

審査員による審査と表彰を行っていく予定です。 

         こちらは、本日解禁の情報となります。コンテストの作品テーマは、わ

たしの考える未来のさいたまです。「未来のまち部門」、「未来のたてもの

部門」の２つの部門を設けて、それぞれの部門でグランプリを決める予定

です。 

         大宮駅グランドセントラルステーション化構想が進む大宮駅周辺や、移

転を予定しているさいたま市役所現庁舎の跡地などを対象に皆さんが住み

たい、訪れたいと思える未来のまち、さいたまのシンボル空間となるよう

な未来のたてものの姿を、マインクラフトで自由につくっていただきたい

と考えております。 

         作品を審査するに当たっての視点ですが、テーマ性、独創性、作品完成

度、技術力、さいたま愛の５つを予定しています。私としては、子どもた

ちに未来志向かつ自由な発想で、さいたま市の未来の提案をいただけるこ

とを期待しています。 

         また、さいたま市のマインクラフトワールドデータを使い、まちづくり

を体験いただくワークショップも開催します。開催日は１１月３０日土曜

日の１３時から１７時までです。会場は浦和コミュニティセンターを予定

しています。参加定員は５０名で、応募多数の場合は抽選となります。 

         当日はＩＣＴ関連団体の協力もあり、子どもたちの作業をサポートする

充実した体制を整えています。 

         １０月２０日まで参加申込を受付していますので、ぜひお申し込みくだ

さい。 

         今回の取組を通じて、子どもたちだけではなく子育て世代も含め、たく

さんの方にまちづくりに関心を持っていただくとともに、本市に愛着を持

っていただくことでシビックプライドの醸成につながるものと考えていま

す。 

         最後に、「SAITAMA Minecraft AWARD 2024」のＰＲ動画を作成したので、
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ご覧ください。 

         今見ていただいた動画は、さいたま新都心駅のデジタルサイネージなど

でＰＲしていく予定です。たくさんの子どもたちの参加をお待ちしていま

す。 

 

 

 

 

         次に、議題４「２０２４ツール・ド・フランスさいたまクリテリウムに

小学生を無料招待します～ステージイベントにアバンギャルディの参加が

決定！～」について説明します。 

         ２０１３年から始まったツール・ド・フランスさいたまクリテリウムは、

今年記念すべき１０回目となる大会開催を迎えます。これまで開催を続け

てこられたことに感謝するとともに、１０回の歴史の中で一番盛り上がる

大会とするため、主催者からさいたま市内の小学校児童と保護者をJ:COM 

presents 2024 ツール・ド・フランスさいたまクリテリウムの観戦に無料

で招待したいとの意向があり、本市で観戦希望者を募集します。 

         対象は、市内小学児童１年生から６年生です。市内の私立、国立大学法

人附属の小学校も対象としています。 

         また、来場に当たっての安全等を考慮して、保護者１名の同伴を必要と

しています。児童が複数観戦する場合は、児童の数を超えない人数で保護

者も同伴いただけることになっています。 

         招待数は、保護者を含めて４，０００名です。会場は、さいたまスーパ

ーアリーナメインアリーナの４階席です。 

         申込方法は、さいたま市電子申請システムから先着順の事前予約制とし

ています。申請は、１０月７日の１０時から開始します。 

         子どもたちには、ぜひこの機会に世界トップクラスの自転車競技を体感

していただきたいと考えています。 

         また、１０回大会を記念するステージイベントの特別企画として、「ＳＰ

ＥＣＩＡＬ ＡＣＴ ｓｕｐｐｏｒｔｅｄ ｂｙ Ｊ：ＣＯＭ」を開催し

ます。 

市長発表：議題４「２０２４ツール・ド・フランスさ

いたまクリテリウムに小学生を無料招待します～ステ

ージイベントにアバンギャルディの参加が決定！～」 
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         ステージイベントには、注目のパフォーマンス集団アバンギャルディが

出演し、ダンスパフォーマンスを披露します。アバンギャルディは、バブ

リーダンスの振付師、ａｋａｎｅさんのプロデュースによる１７名で結成

されたダンスチームとして２０２２年に発足して、謎の制服おかっぱ集団

としてTikTokやInstagramで世界中から人気を集めているグループです。 

         ステージイベントには、ほかにもゲストが出演予定です。詳細は、決定

次第、大会公式ホームページ等でお知らせします。 

         大会当日のステージイベントは、アリーナ内限定のイベントとなります。

アリーナ内で観戦いただけるオフィシャルサポーターズは、いずれのプラ

ンもまだ空きがあるので、お早目にご検討ください。 

         詳細は、大会ホームページをご確認ください 

         １０回目となる記念すべき大会が今まで以上に盛り上がる大会となるこ

とを期待しています。 

 

 

 

 

         議題の説明は以上です。続いて、お知らせがあります。 

         いよいよ明日から岩槻人形博物館で開催される特別企画展「忘れたくな

い、大切なもの―高橋まゆみ人形展―」について、ご案内します。 

         高橋まゆみさんは、居住しておられる長野県を舞台に、自らの経験や身

近な人々をモデルとして、ノスタルジックな世界を創り上げる人形作家で

す。 

         長野県飯山市には、高橋さんの名前を冠した美術館「高橋まゆみ人形館」

があり、多くの方々がご来場されています。 

         高橋まゆみ人形館には、岩槻人形博物館の開館前に、人形専門館の先例

として高橋まゆみさんにご講演をいただくなど、開設準備の段階からご協

力いただきました。 

         今回の企画展では、高橋さんの初期の作品から最近の作品まで全５７体

の作品を紹介します。 

         会期は、明日９月２１日土曜日から１２月８日日曜日までとなっており

お知らせ：明日から岩槻人形博物館で特別企画展「忘

れたくない、大切なもの―高橋まゆみ人形展―」が始

まります 
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ます。明日と１０月１９日には、高橋さんご本人による展示解説を実施し

ます。 

         高橋さんの人形には、暮らしの中の「忘れたくない、大切なもの」とい

うメッセージが込められています。私自身も、高橋さんの人形館にお邪魔

させていただきまして、高橋まゆみさんの作品を見せていただきました。

そのときにも大変感動し、日本人が持っているふるさとの風景であるとか、

忘れてはいけない大切なものを改めて感じた人形館であり、都内はじめ多

くの地域からこの高橋さんの人形館に訪れる方が多くいらっしゃったこと

は大変印象的でした。ぜひ貴重な機会ですので、お見逃しなくご覧いただ

ければと思います。私もぜひお勧めしたいと思います。 

         以上です。 

 

 

〇 朝日新聞   説明ありがとうございました。 

         市長からのご説明について、マイクを使用して質問がある方は質問をお

願いします。 

〇 時事通信   時事通信です。 

         マインクラフトアワードの件で、何点か質問させていただきたいんです

が、まずこのタイミングでこれを開始するに至った経緯はいかがでしょう

か。 

〇 事務局    さいたま市につきましては、令和２年度から３Ｄ都市モデル、国で今進

めている事業に参画していまして、３Ｄ都市モデルのデータの作成をこれ

までさせていただいているところです。今回ある程度データの構築がされ

たことを契機に、ほかの自治体でも､高松市や札幌市でもイベントをやって

おりますので、そういったところを参考に、子どもたちから、また親御さ

ん含めて、まちづくりに関心を持っていただくというところで、このタイ

ミングでこのイベントを開催したところです。 

〇 市  長   また、補足すると、大宮駅グランドセントラルステーション化構想、あ

るいは浦和駅周辺まちづくりについて、市民の皆さんにもご意見をいただ

きながら構想を練っている、あるいはそれについてご理解をいただくとと

もに進めていく大変重要な時期になっています。まさに未来のまちづくり

議題に関する質問 
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の重要な時期に今あると思いますので、子どもたちにも未来のまちづくり、

さいたま市のまちづくりにも関心をもっていただいて、いろいろなご提案

をいただければと思います。 

〇 時事通信   これ対象が市内在住在学の小中学生ということなのですが、これは個人

のみが対象になるのでしょうか。 

〇 市  長   グループ、複数でも可能かという意味ですか。 

〇 時事通信   はい、そうです。 

〇 事務局    後で確認してお答えしたいと思います。 

〇 市  長   後ほどお知らせしたいと思います。 

〇 時事通信   最後、もう一点だけなんですが、もしグランプリを受賞した際は、どの

ような賞品だとか賞金がいただけるんでしょうか。 

〇 事務局    そちらのほうも併せてお答えいたします。 

〇 東京新聞   東京新聞です。 

         プラスチックの回収変更なんですけれども、食品以外の容器回収という

のはほかではやっているところも結構あるような気がするんですけど、今

までさいたま市はやっていなかった理由、経緯等、何でこのタイミングで

今回それぞれ分別ができるようになったか、その辺の経緯をちょっとご説

明していただけないでしょうか。 

〇 事務局    こちらについては、おっしゃるとおりほかの自治体で回収しているとこ

ろもあります。さいたま市の場合については、食品包装プラスチックで現

在回収していますが、回収した当時については、食品包装においてはプラ

スチックマークというのがついていて、市民の方が分別しやすかったとい

うのもあり、まずは食品（包装）のプラスチックで（始めました）。また、

今回令和４年度のプラスチックの資源循環促進法に基づき一般廃棄物処理

基本計画にプラスチックの回収を位置づけました。それに基づいて、今回

容器包装（を資源物１類で回収すること）となりましたが、ゆくゆくは製

品プラスチック、ちり取りとかバケツとか、そういうプラスチックの製品

も回収しようと今検討しているところです。 

         以上です。 

〇 東京新聞   補足で県内の状況としては、この２分類ないし、ほかやっているところ

というのはどのぐらいあるのかなとか、その辺はいかがですか。 
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〇 事務局    全部を調べたわけではありませんが、私どもで今把握しているところが、

県内ですと川口市、川越市が容器包装プラスチックを回収しています。ま

た、製品については、まだ回収しているところは少なくて、私どもが聞い

ているところでは横浜市が今年度１０月から部分的に始めて、来年度本格

的にやるという状況を把握しています。 

〇 埼玉新聞   今の関連して食品以外の容器包装ということで、大分慣れてきて皆さん

食品はというふうに分けられるんですけれども、なかなか透明袋しかでき

なくなるとか、そういったことになると、なかなか浸透するのが難しいか

と思うんですけれども、その周知方法というのはどういうふうにするのか

教えていただきたいと思います。 

〇 市  長   令和６年４月に市内全戸に配布した家庭ごみの出し方マニュアルで今回

の変更点について記載し、周知したところです。また、市報さいたま９月

号のクローズアップで記事にして掲載させていただきました。 

         また、令和６年の７月から８月にかけて開催された各区の自治連合会の

理事会等に出席して直接説明を行ったほか、回覧を希望される自治会には

チラシを送付しているところです。 

         また、６月に本市ウェブページ上に特集ページを設けてお知らせしてい

るところです。 

         また、９月に入り、ごみ分別アプリのお知らせ機能でも周知をしており、

アプリについては多言語に対応しているために、英語、中国語、韓国語、

ベトナム語、ポルトガル語でも配信している状況です。 

〇 埼玉新聞   ありがとうございます。ちょっと細かいことですけれども、もし透明じ

ゃない袋で出された場合、回収しないということなのでしょうか。 

〇 市  長   ルールを浸透させるために、これまでの不適正排出の場合と同様に、収

集せず注意シールを貼って収集所へ置いておく対応を考えております。し

かし、当面の間はごみ袋の用意が間に合わないこともあったり、習慣でう

っかり透明袋以外をお使いになる方もいらっしゃると思いますので、来年

の４月頃までの約半年程度については、収集についても柔軟に対応してい

く予定です。市としても、この半年の間にこのルールが浸透するよう、周

知啓発に努めていきたいと考えています。 

〇 朝日新聞   朝日新聞です。 
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         今の関連で、これでプラスチックの資源物としての回収量の増加ですと

か、あるいはＣＯ２発生量の減少とありますけれども、量的な面以外に費

用面の何か効果というのは今のところ出ているんでしょうか。 

〇 事務局    費用面については、算出しているわけではありませんが、燃えるごみに

出していただいた方たちが新たに容器包装プラスチックで分別して出して

いただくことで、そちらのほうは市民の皆さんに協力いただきますが、コ

ストが上がるというところは、今のところ数字は出していません。 

 

 

 

 

 

 

〇 朝日新聞   なければ、それでは幹事社として代表質問をさせていただきます。 

         市長就任以来続けて来られているタウンミーティングについてですが、

今年度分、まだ残っている分もあると思うのですけれども、ほぼ終了して

いると思います。４期目最後ということになると思いますが、、今年度、あ

るいは開始からというのを含めて振り返りをお願いできればと思います。 

〇 市  長   それでは、幹事社質問にお答えします。 

         タウンミーティングは、私が市政運営に当たる上での基本姿勢である「徹

底した現場主義」を実践する取組の一つとしてスタートしました。全１０区

を会場として、また昨年度からはオンラインでの開催も加えて実施してい

ます。公募による市民の皆様からご意見を伺い、また市の考え方をお伝え

します。そして、市政に反映する大変重要な取組であり、ご意見を頂戴し

たものの中で、それぞれの重要なテーマごとにそれらを反映するというこ

とで行ってきたところです。平成２１年度に開始して、これまでに２０１回

開催し、延べ３，８１０人の方々にご参加いただき、対話をさせていただ

きました。 

         また、いただいたご意見の市政への反映状況として、直近の３年間のこ

とで申し上げますと、例えば令和３年度は、「将来を見据え、さいたま市の

まちづくりや市役所移転について考えよう」というテーマで行いました。

幹事社質問： 

市長就任以来続けて来られているタウンミーティン

グについて今年度分が終了しつつあります。 

４期目最後となるわけですが、今年度と、開始からの

それぞれの振り返りをお願いします。 
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３５４件の意見がありましたが、反映された件数は７７件、これは新庁舎

整備等基本構想に反映させていただきました。 

         また、令和４年度は、「デジタルでシンカするさいたま市、デジタルトラ

ンスフォーメーションの推進」で、２５６件のご意見をいただきました。

反映件数としては１４５件、これは本市のＤＸの推進のいろいろな施策、

あるいは計画などに盛り込まれたところです。 

         そして、令和５年度は、「地球温暖化対策について考えよう、みんなでア

クションともに未来へ」で、２９２件の意見をいただき、そのうち９２件

を反映させていただきました。さいたま市地球温暖化対策実行計画の区域

施策編、また事務事業編の改定の際に市民の皆さんのご意見を反映させて

いただいたところです。 

         今年度の振り返りですけれども、今年度は「子ども・子育てに優しい社

会にするためにみんなでできることって？」ということをテーマにして行

っています。子ども、若者、それから子育て世代、また人生経験豊富な世

代の皆さんから、大変貴重なご意見、また中には大変厳しいご意見もいた

だいているところです。少子化対策、またこどもまんなか社会の実現に向

けて、改めて全力で取り組んでいく決意をしたところです。また、残る北

区と緑区の開催が近づいていますので、ご参加の皆様と対話できるのを大

変楽しみにしています。 

         スタートからの振り返りとしては、タウンミーティングは毎年市民に身

近で重要な課題をテーマにして行ってきたところです。また、平日の夜間

やオンラインでの開催など、幅広い方々に参加しやすい環境づくりも行う

など、工夫もしながら行ってきたところです。そうした中で、これまでも

いろいろ条例制定、自治基本条例の制定についてのタウンミーティングも

ありました。あるいは市庁舎の移転の問題についてもやらせていただいた

ところですが、どれも大変非常に関心が高く、それぞれの皆さんの思いを

率直に伺わせていただきました。前向きなご意見も、あるいは率直なご感

想、思いも両方伺わせていただいたところが非常によかったと思います。 

         その中で特に私が全体として印象に残っているのは、中学生、高校生あ

るいは大学生が参加してくれた会が結構ございました。これは今年だけで

はなく。そうした中で中学生、高校生の皆さんが、事前に学校内でアンケ
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ートを取ったり、事前の学習などもしっかりとしてきてくれて、その上で

発言してくださいました。非常に建設的で前向きなご意見もたくさんあり

ましたし、さらに市民の目線、子どもの目線でのご意見も頂戴したところ

です。まさにそういった子どもたちが参加しているタウンミーティングは

特に皆さんいろいろな多様な意見が出て、子どもたちが果たしてくれた役

割は大変大きかったと思います。 

         また、全ての会ではありませんけれども、会によっては一人一人が発言

された後にほかの方々が拍手をしてたたえるといいますか、すばらしい意

見だということで認め合う、そういった光景も多々ありました。どうして

もこういった意見聴取をするといろいろなご意見が出ますから、中には違

ったご意見であったり、対立するようなご意見も出ることもありますけれ

ども、基本は私たちのタウンミーティングは、議論してどっちがいいとか

悪いとか決めるものではなくて、それぞれの意見を出し合っていただいて、

それぞれみんなで考えていく、そういう機会となっている場ですので、一

人一人の意見を尊重しているという空気感がすごくよかったと思っている

ところです。 

         それぞれの回数を毎年やってきて、それぞれ思い出に残ることはたくさ

んありますけれども、市民の意見を直接聞く場があった、これまで継続す

ることができたことは大変私にとってもうれしいことだと思っていますし、

またこれまで私が市政を運営した中で支えてきた大きな原動力になってい

るものだと思っています。 

         また、いただいたご意見についても、聞きっ放しではなくできるだけ反

映しようということで、いろいろな形で計画、条例づくり、施策などに反

映させていただいたものもあります。そういう意味では、市民の皆さんの

いろいろな意見がそういったものに反映できたこともありがたいことだと

思っております。直接市民からお話を伺う機会、大変貴重な機会であった

と思っています。 

〇 朝日新聞   ありがとうございます。 

         代表質問の説明に関して質問がある方はお願いします。よろしいでしょ

うか。 

         それでは、そのほかについて質問のある方はお願いします。 
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〇テレビ埼玉   テレビ埼玉です。 

         市有地の土地の不正の売却について２点お伺いします。 

         現在、調査検討会議の中で再発防止策が検討が進められているというふ

うにお聞きしております。市長も９月の議会のタイミング、どこかのタイ

ミングで報告をしたいというお話がありましたが、現時点でいつ頃の報告

になりそうかというめどがついていたら教えていただきたいというのが

１点です。 

         あともう一点が、総合政策委員会とか様々な委員会を傍聴させてもらっ

ていますけれども、議会の中から第三者の調査機関を設けるべきじゃない

かという意見がかなり多く出ているというところで、市の中では今公認会

計士や弁護士を中に入れてという説明がありましたけれども、改めて第三

者委員会の設置などについての市長のお考えがあれば教えていただきたい

です。 

〇 市  長   まず、１点目のご質問で、調査検討会議としての報告についてですが、

本事案における課題の整理、また再発防止策の検討を現在進めさせていた

だいているところです。現在開かれている９月定例会中に公表したいと考

えています。 

         それから、次に第三者委員会の設置についてですが、第三者委員会につ

いては、警察の捜査中であること、それから再発防止策の策定に時間がか

かってしまうと、これはちょうど６月の議会で全会派一致で決議をされた

ものですが、市民の信頼回復に全力で取り組むことを求める決議が議決を

されました。その中で、市執行部におきましては調査検討会議における本

事案の発生原因の調査と再発防止策の検討を早急に行い、違法行為に対す

る厳正処分を行うとともに、早急に刑事告訴を行い、司法の判断に委ねる

ことを強く求める、こういった議決を全会派一致でご議決をいただいたと

ころです。 

         私たちとしてはそれを受けて、できるだけ早い時期に再発防止策を策定

したいと考えて、調査検討会議については、もともとは内部の組織でやっ

ていたものですけれども、そこに外部の有識者を入れて、弁護士会あるい

その他：土地区画整理事業における不適正事務について 
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は公認会計士会のほうに人選を要請して、第三者を入れた形で、第三者的

な意見をいただいて、私たちが行った調査に対して、その調査の検証及び

再発防止策についてもそういった方々のご意見なども伺った上で、報告書

をまとめるということで現在進めてきたところです。現時点では、スピー

ド、早急にということと、私たちとしてもできるだけ第三者の目が入る形

で報告をしたいという思いから、そういった形で現在進めているところで

す。 

         第三者委員会については、必要に応じて設置をしていきたいと。現時点

でもなるべく（第三者的な意見）を取り入れた形で行っているつもりです

が、必要に応じて設置していきたいと考えています。 

〇テレビ埼玉   重ねて１点追加で確認なんですけれども、ごめんなさい。２点です。 

         第三者委員会についてなんですけれども、警察の今捜査中ということだ

と思います。あくまでこれは警察の捜査が、調査検討会議での調査自体は

もう終了したというふうに聞いていまして、今再発防止策をまとめている

段階という認識であるのですけれども、警察の捜査がある程度また出てき

て新しい事案が発覚したら、例えば第三者委員会、そういったものの設置

の可能性もできるのかということと、あと動機のところ、この解明が不十

分じゃないかという意見がかなり出ているんですが、その状況で再発防止

策をまとめるというのはすごく難しいのかなと思うのですけれども、その

ことについての見解があれば教えてください。 

〇 市  長   この警察の捜査の状況によって新しい事実が判明した場合には、当然第

三者委員会等を設置して、それについても踏まえた調査であったり、ある

いは再発防止策についてやっていく必要があると考えています。 

         それから、もう一点が動機についてですけれども、現在私たち調査とい

う限られた権限の中で、度重なる調査を該当職員あるいは周辺の職員に対

して行ってきたところです。その中で、該当する職員については、その区

画整理事業をできるだけ早く進めていきたいというような思いからという

話は出ていますが、それだけではなかなか私たちも十分に理解しにくいと

いうところはありますけれども、ただ現状としては、その周辺の方々も含

めてヒアリングをしている中では、現状としてはそれ以上の調査結果が出

てきていないという状況下にありますので、そこから先については捜査権
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のある司法のところでできるだけ解明をしていただくということが必要に

なるのではないかと思っています。 

〇 読売新聞   読売新聞と申します。 

         市有地の売却について１点追加で伺いたいんですけれども、現在調査検

討委員会の会議の中に外部識者を２名入れていると思うんですけれども、

その外部の識者の方を入れたタイミングが調査の段階よりかは再発防止策

を練るような段階で入れられたのかなと理解しておりまして、先ほど我々

の調査を検証するというようなお言葉が市長からありましたけれども、こ

のタイミングが調査の段階からではなくて、再発防止策を練る段階から入

れたというのは何か理由があるのでしょうか。 

〇 市  長   これまでも何度か第三者委員会を立ち上げて、こういった不適切な事務

などについて検討してきた過去の経過があります。やはり内部調査をしっ

かりやった上で、調査を報告した上で、その中で足りない部分であるとか、

いろいろなご意見を頂戴しながら、場合によっては追加調査というような

こともあったのかもしれませんけれども、最終的にそれらも含めて再発防

止策をやってきたという、こういった流れでやってきております。今回も

早急にとありましたので、通常第三者委員会ですと条例（設置）について

の必要性もあるので、一定の時間が必要になりますので、第三者委員会に

準じるような形で、第三者委員会をつくった場合とできるだけ同じような

形で進められるように、工夫をして現在進めているというところです。た

だ、先ほどから申し上げているとおり、必要があれば第三者委員会をつく

りたいと思っておりますが、まずは６月議会で全会派で議決をいただいた

決議ですので、私どもとしてはなるべくそれを尊重した上で進めてきたと

ころです。 

 

 

 

 

 

〇 読売新聞   続けて読売なんですけれども、市有地の売却とはまた別のところで質問

したいんですけれども、２点ありまして、１点目がゼロカーボンのプラッ

その他： 

（１）ゼロカーボンシティ共創推進プラットフォーム

について 

（２）気象防災アドバイザーの活用について 
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トフォームの話なのですけれども、設立されて１か月ほど、まだですけれ

ども、たとうかなというところで、ＣＯ２排出の実質ゼロを目指して、何

か今後新たに取り組みたいといいますか、検討されているところがあれば

伺いたいというのが１点目になります。 

         ２点目なんですけれども、防災の対策について伺いたくて、この夏にも

さいたま市内で突発な豪雨というのが夕方に降ったりというのがあったと

思うのですけれども、さいたま市でもウェザーニュースと契約されたり独

自の雨量計を設けるなどの対策を取っていると思うんですけれども、例え

ばほかの自治体だと気象防災アドバイザーを導入するというようなところ

もあると思うのですが、そこの検討というのはあるのかということを聞き

たいのと、また新しく防災について何か策といいますか、検討されている

ことがあれば伺いたいなと思います。 

〇 市  長   順次お答えします。 

         まず、ゼロカーボンシティ共創推進プラットフォームについてですが、

本市においては２０３０年に２０１３年度比で温室効果ガス５１％削減す

る、また２０５０年にはゼロカーボンにすることを目指していまして、さ

らに今まで以上の取組をしていかなければならないと感じています。そこ

で、脱炭素化の加速化を図っていこうということで、これは行政だけで実

現できることではありませんので、公民連携の基盤となるプラットフォー

ムを設立して、今後は、脱炭素先行地域に選定いただいていますので、電

力の地産地消、また大学と連携した取組などの事業を実施していくことが

第１です。 

         また、分科会においては、民間事業者のいろいろな知見、技術力なども

生かしながら、例えばペロブスカイト太陽電池等の活用も視野に入れた先

進技術の実証であるとか、市民の行動変容、これは事業者と行政だけでは

なく本当に市民の意識が変わって、意識だけではなく行動が変わっていか

ないといけないと考えていますので、それにつながるような事業を併せて

やっていきたいと考えています。 

         私たちは、今言ったように２０３０年に温室効果ガス５１％削減という

大変野心的な目標、まさに非常に高いハードルを自ら設けました。そして、

２０５０年にはゼロカーボンシティを実現するという思いで今進めている
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ところです。中でも政令指定都市の場合は、エネルギーの大消費地という

ことも一方ではありますので、その中で持続可能な脱炭素社会の実現に向

けて、行政、市民の皆さん、それから事業者、皆さんが一体となってやっ

ていく上でのまさに基盤となるようなものにこのプラットフォームをして

いきたいと考えているところです。まさに私自身もとにかく全力でしっか

りと皆さんと一緒に取り組んでいきたいと考えています。 

         それから、２点目のご質問で、気象防災アドバイザーのことですけれど

も、本市では、今ご質問の中にもありましたけれども、民間気象情報会社

である株式会社ウェザーニュースと業務委託契約を締結させていただき、

さいたま市に特化したピンポイントでの気象情報が入手可能な体制をとっ

ています。 

         またあわせて、気象庁の熊谷地方気象台と委託先の株式会社ウェザーニ

ュースとホットラインを構築していますので、現在の気象の情報や今後の

予報等に関する気象の解説についてもある意味では２４時間３６５日、情

報取得が可能な状況になっています。また、実際の災害時においては、気

象情報をはじめ災害リスクや地域特性など様々な情報を勘案して、市の体

制、また市民への避難情報の発令等を実施しているところです。 

         今後については、気象防災アドバイザーの方々は気象庁のＯＢの方が多

く、そういった専門的な知識を持っている方が気象防災アドバイザーにな

られていると私たちも伺っています。活用に当たっては、日常的に勤務さ

れているケースから、必要に応じて年度ごとに部分的に勤務をされたり、

あるいは事業ごとにということもいろいろあるように伺っています。市民

向けのワークショップや防災訓練での解説など、私たちもどういう形で活

用していくことがより効果的なのかということも含めて今後検討していき

たいと考えています。 

 

 

〇 朝日新聞   朝日新聞です。 

         ちょっと話題が全然違うのですけれども、現在自民党の総裁選が行われ

ていまして、立憲民主党代表選、それから公明党も代表が替わりました。

かなり政治が今動いている状態だと思います。国政の話ではありますが、

その他：現在の政治状況の受け止めと今後の展開 
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市長の政治家としての見方として、現状の受け止めと、あとその辺りの今

後の展開というのでしょうか、あるいは地方自治に絡むところでも構いま

せんが、こういうふうになってほしいというのが何かお考えがあればお聞

かせください。 

〇 市  長   １つは昨今非常に政治への無関心さというのが国政においても、特に地

方においても非常に顕著でありますけれども、またもう一方で社会経済情

勢が本当に大きく変わってきている。混沌としている。また、先ほどの気

象のお話ではありませんけれども、気候変動などもあったり、大きく社会

が変わろうとしている中で行われる代表選挙ということになり、これはま

さに国民の皆さん一人一人の生活に直結する大変重要な選挙につながって

いくものであると思っています。それぞれの党で代表が選ばれる、今その

過程でありますので、皆さんがお示ししている様々な政策や、あるいは政

治姿勢や、考えなどを十分に国民の皆さんに説明いただく、お話しいただ

く、そして私たち国民はそれを聞いた中でどういうふうに判断し、それぞ

れの党員の方は投票という形になるでしょうし、またそれ以外の方々も今

後行われるであろう様々な選挙の場面でそういったことも踏まえて投票行

動に移していただくということになってほしいと切に願っているところで

す。 

         私たち地方自治を預かる立場からすると、これから地方分権とか地方主

権とかいろいろ言われ方がありますけれども、やはり私たちは市民に最も

身近な市町村の基礎自治体、ここが様々なサービスを提供している。直接

サービスを提供している団体です。一番ニーズを把握しているところでも

あると思っていますし、それなりの権限と財源を集めていただきながら、

国全体についても外交面、安全保障、経済対策など大変重要な局面である

と思います。そういったことも含めてしっかりそれぞれの政治家の皆さん

が自分自身の考えている思いと政策をぶつけ合いながら切磋琢磨して、そ

して国民に判断していただける、また政治に対する関心を高めてもらう絶

好の機会だと思いますし、それをぜひしっかりやってほしいというのが私

たちの願いです。 
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〇 読売新聞   内容を戻してしまってすみません。市有地の売却でもう一点だけ教えて

いただきたいことがありまして、先ほどのテレ玉さんへの回答とちょっと

かぶってしまうところがあるかもしれないのですけれども、今各委員会で

これまでの調査が不十分なんじゃないかというか、身内の調査で甘いとい

うような市議からの意見が結構聞かれているんですけれども、先ほど市長

からも調査という限られた権限の中でやっているとか、あとこれ以上は捜

査権のある司法のほうでというようなお言葉もありましたけれども、これ

までの現状までの調査と再発防止策の検討というところの受け止め、市議

の方からすると甘いというような評価なのですけれども、市長としての受

け止めを伺えればと思います。 

〇 市  長   これまでの調査については、私のほうにもその都度いろいろな形で調査

報告に来ていただいているところです。その中で、これはある意味では議

会の皆さんと同じ思いでもありますけれども、なぜそういったことをやっ

たのかというところについてやはり釈然としないという思いがあるのは、

全く同じです。これは、恐らく調査をしている職員も同じだと思います。

ただ、様々な形で調査、ヒアリングしている中では、先ほど申し上げまし

たが、これまで取り組んできた区画整理事業をできるだけ早く進めていき

たいという思いからということで、それ以外のところは、その調査のヒア

リング、受け答えの中では、それ以上のことがなかなか出てこなかったと

いう部分があったと思います。 

         それについては、それだけでどうしてこんなに法律を犯すようなことま

でという思いは私たちもありますけれども、それ以上のことは私たちとし

ても現状としてはできないという制限の中で、精いっぱいとにかくやれる

ことをしっかりやろうということでやらせていただいているところです。 

 

 

〇 埼玉新聞   来年度の予算編成方針についてお伺いしたいんですけれども、２２６億

円の収支不足が見込まれて、厳しい予算編成が想定されますけれども、ど

のように臨むのか、受け止めを含めてよろしくお願いします。 

その他：土地区画整理事業における不適正事務について 

その他：来年度の予算編成について 
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〇 市  長   令和６年度当初予算を踏まえた、財政収支に関する中期試算におきまし

て、令和７年度については２２６億円の収支不足が見込まれているところ

です。また、物価高をはじめとする社会経済情勢等の変化をはじめ、子ど

も、子育て施策、あるいは社会保障施策への対応など、多様化、複雑化す

る行政課題への対応を考慮しますと、非常に厳しい予算編成になると考え

ています。 

         そうした厳しい予算編成の中でも、これまで取り組んできた都市基盤整

備をはじめとする未来に向けてのまちづくりをしっかり着実に進めていく

ことであったり、また扶助費をはじめとする義務的経費の増加にもしっか

り対応していくことが必要だと考えています。社会情勢の変化によってい

ろいろ対応が求められている部分もありますけれども、それらを着実に選

択と集中という部分もあるし、バランスという視点、これを両方見ながら

来年度予算編成をやっていきたいと考えています。 

         さいたま市は、まだおかげさまで人口が増えているという状況下にはあ

りますけれども、もう一方で非常に様々な課題もあり、財政需要が多いと

いうのもまた事実ですので、そういったことを踏まえながら、今私たちは

シンカさせるという言い方をしておりますが、市民の生活をしっかりと守

りながら、さいたま市を、またさいたま市役所をシンカさせていきたいと

考えています。 

 

 

 

〇 埼玉新聞   ありがとうございます。 

         続けてもう一つ、浦和レッズにスコルジャ監督と原口元気選手が帰って

きたということで、期待されることが多分あると思いますので、お願いい

たします。 

〇 市  長  新監督に就任されたスコルジャ監督は、前回監督に就任された際にＡＦＣ

チャンピオンズリーグにおいて浦和レッズを優勝に導いていただき、また

ルヴァンカップでも準優勝など、多くの実績を残された方でもあります。

前回の監督時にもチームの守備力を高いレベルに引き上げてくださったわ

けでありますけれども、今回就任後の初戦となりました９月１４日のガン

その他：浦和レッズスコルジャ監督と原口元気選手へ

の期待 
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バ大阪戦でも、早速固い守備、またチームスピリットを発揮して、１対０、

無失点で勝利を見せていただきました。ちょっと今シーズンはやや失点が

多いと。攻撃はすごく得点力があったわけですけれども、一方で守備が課

題と指摘されていましたので、固い守備とチーム全体のチームスピリット

をより向上させていただいて、現在１０位という状況ですけれども、リー

グ戦残りの１０戦でより多くの勝ち点を獲得していただき、レッズを上位

に上げていただきたいと思っています。 

         それから、原口元気選手についてですが、原口元気選手はジュニアユー

スの時代から浦和レッズに所属して、数多くの勝利に貢献していただきま

した。また、２０１４年に、ドイツに渡った後も日本代表に選ばれて、

２０１８年のロシアワールドカップでもゴールを決めるなど、すばらしい

活躍を見せてくれた選手でもあります。２０１４年にレッズを離れてから

ドイツのブンデスリーガ、ヘルタに移籍して以来、久しぶりに日本に、ま

た浦和レッズに帰ってきていただくことになったわけであり、私たちとし

ても大変うれしい限りです。これまで培ってきた浦和レッズの時代だけで

はなくて、ヨーロッパでの様々な経験も生かしていただいて、浦和レッズ

に技術だけではなくて、スピリットも含めて影響を与えていただいて、チ

ーム全体を盛り上げていただきたい。活躍をしていただきたいと思ってい

ます。 

〇 朝日新聞   それでは、これで質問ないようですので、以上をもちまして記者からの

質問を終了させていただきます。 

 

 

〇 進  行   それでは、先ほどさいたまマインクラフトアワードの件でお答えできな

かった部分、所管からご説明させていただきたいと思います。 

〇 事務局    先ほどは即答できずにすみませんでした。 

         ２点ご質問いただいたというところで、１点目の作品コンテストの参加

の方法なのですが、個人または５名までのグループとなります。なお、ワ

ークショップについては、こちらは個人のみの参加ということになります。 

         あと、グランプリについての賞品等については、盾と賞状を予定してい

るところです。 

議題に関する質問 
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〇 進  行   よろしいでしょうか。それでは、以上をもちまして市長定例記者会見を

終了させていただきます。 

         なお、次回の開催は１０月３日木曜日午後１時３０分からを予定してお

ります。本日はありがとうございました。 

 

午後 ２時３７分閉会 

 

※この議事録は、明らかな言い直し、重複した言葉遣い、話し言葉などを読み易く整理した 

ものを掲載しています。なお、会見後追加・訂正・補足等された文言等については（  ）と 

し、下線を付しています。 

 


